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青
山
霞
村
の
系
譜
・
出
自
に
関
す
る
一
考
察

中
　
西
　
　
　
裕

　
歌
人
青
山
霞
村
の
伝
記
的
事
実
に
つ
い
て
前
稿
に
書
い
た
が1
、
掲
載
し
た
系
図
に
訂

正
・
補
足
を
要
す
る
事
項
が
出
て
き
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
霞
村
の
系
譜

と
出
自
に
つ
い
て
記
し
て
み
る
。

一
　
青
山
霞
村

　
ま
ず
報
告
す
べ
き
は
、
青
山
霞
村
（
明
治
七
─
昭
和
一
五
）
の
墓
所
が
見
つ
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
京
都
市
中
央
図
書
館
、
真
宗
大
谷
派
善
福
寺
、
北
村
石
材
店
の
ご
教
示
を

得
て
、
二
〇
一
七
年
八
月
に
現
地
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た2
。
霞
村
の
墓
所
は
、
京

都
市
伏
見
区
深
草
真
宗
院
山
町
二
六
に
存
す
る
真
宗
院
の
北
に
あ
る
真
宗
院
墓
地
、
六

体
の
地
蔵
の
東
側
に
あ
る
農
小
屋
の
北
側
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
現
在
七
基
の

墓
碑
が
立
つ
。
霞
村
の
そ
れ
は
西
端
に
あ
る
。

　
こ
の
墓
地
に
あ
る
霞
村
以
外
の
墓
碑
は
、
青
山
蝶
子
、
青
山
良
輔
、
青
山
田
鶴
、
休

和
・
惠
静
（
和
造
・
ハ
ル
）、
良
碩
・
妙
和
（
碩
・
和
）、
卓
淨
（
卓
一
）
の
六
基
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
に
、
夭
逝
し
た
子
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
、
首
が
失
わ
れ
た

小
さ
な
仏
像
が
蝶
子
と
良
輔
の
間
に
存
在
す
る
。

　
七
基
の
う
ち
霞
村
を
含
む
六
基
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
正
面
）	

青
山
蝶
子
之
墓

（
左
面
）	

明
治
四
十
三
年
四
月
十
八
日

（
正
面
）	

青
山
良
輔
之
墓

（
左
面
）	

明
治
四
十
壱
年
四
月
十
六
日

（
正
面
）	

青
山
田
鶴
墓

（
左
面
）	

昭
和
十
二
年
八
月
建

	

　
　
青
山
和
造

（
正
面
）	

　
　
休
和

	

釋
　
尼
惠
静

（
左
面
）	

昭
和
三
十
九
年
二
月
建
之

	

　
　
　
　
　
　
青
山
　
碩

（
裏
面
）	

昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
二
日
殁

	

　
五
代
目
妻
俗
名
　
ハ
ル
　
行
年
九
十
三
才

	

昭
和
三
十
七
年
二
月
十
六
日
殁

	
　
五
代
目
俗
名
和
造
　
行
年
八
十
才

（
正
面
）	

青
山
霞
村
之
墓

学
苑
・
日
本
文
学
紀
要
　
第
九
二
七
号
　
一
四
一
～
一
四
八
（
二
〇
一
八
・
一
）
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（
左
面
）	

昭
和
五
十
年
七
月
建
之

	

　
　
青
山
策
馬

（
裏
面
）	

本
名
　
嘉
二
郎

	
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
七
日
殁

（
正
面
）	
　
　
良
碩

	

釋
　
尼
妙
和

（
左
面
）	

昭
和
五
十
五
年
一
月
建
之

	

　
　
青
山
　
碩

（
裏
面
）	

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
七
日
殁

	

　
六
代
目
　
俗
名
　
碩
　
行
年
八
十
一
才

	

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日
殁

	

　
六
代
目
妻
　
和
　
行
年
七
十
三
才

　
七
基
目
は
平
成
二
九
年
二
月
に
建
て
ら
れ
た
「
青
山
家
之
墓
」
で
、
現
在
、
卓
一
が

埋
葬
さ
れ
、
建
立
者
の
氏
名
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
者
の
個
人
情
報
で
も
あ
る
の

で
、
省
略
す
る
。

　
記
し
た
よ
う
に
、
霞
村
の
墓
碑
裏
面
に
は
「
昭
和
十
五
年
二
月
二
十
七
日
殁
」
と
歿

年
月
日
が
明
記
し
て
あ
る
。
日
に
つ
い
て
は
二
六
日
説
と
二
七
日
説
と
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
前
稿
で
書
い
た
が
、
想
像
し
た
と
お
り
『
追
悼
集
　
Ⅶ
　
同
志
社
人
物
誌
』

な
ど
の
記
載
を
訂
正
す
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
歿
後
三
五
年
を
経
て
の
建
立
で

は
あ
る
が
、
確
定
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
以
上
か
ら
判
明
し
た
系
図
を
、
修
正
版
と
し
て
掲
載
す
る
。

　
こ
の
場
所
の
す
ぐ
北
奥
、
や
や
高
く
な
っ
た
所
に
「
青
山
本
家
」
の
墓
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
、
ご
く
小
さ
な
一
基
を
含
め
て
一
〇
基
の
墓
碑
が
立
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は

天
保
・
文
久
年
間
建
立
の
小
ぶ
り
の
墓
碑
で
あ
る
が
、
比
較
的
近
年
の
も
の
が
一
基
存

在
す
る
。「
青
山
家
之
墓
」
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

二
　
青
山
良
輔

　
霞
村
の
父
の
名
を
、
前
掲
論
文
に
入
れ
た
系
図
で
「
幸
昌
」
と
記
し
た
。
し
か
し
、

墓
碑
に
は
「
良
輔
」
と
明
記
し
て
あ
り
、
他
の
文
献
に
も
、
こ
ち
ら
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　
も
っ
と
も
、
幸
昌
が
誤
り
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
筆
者
が
系
図
上

霞村のきょうだいおよびその次の世代までの系図（修正版）
和造の娘瑞枝は碩より年長の可能性もある。

？
（
女
子

　夭
折
か
）

ミ
チ

策
馬

瑞
枝 碩 和

美
代
子

タ
ミ

和
造

ハ
ル

嘉
二
郎
（
霞
村
）

一
男
三
女
（
詳
細
不
明
）

？
（
女
子
）

ト
シ

文
惠

良
信

フ
ジ 力 一

郎

青
山
良
輔

田
鶴
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で
「
幸
昌
」
を
採
っ
た
の
も
霞
村
自
身
が
自
著
で
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
か
ら
で
あ

っ
た
。曾

祖
父
の
名
乗
の［
マ
マ
］ほ
つ
た
『
幸
延
』
の
黒
い
印
形
。
父
母
が
幼
い
時
に
じ
ぶ
ん
の
に
し
て

く
れ
た
か
ら
た
い
せ
つ
に
今
も
持
つ
て
る3
。

十
七
年
前
亡
く
な
つ
た
、
／
父
の
手
筐
を
ふ
と
あ
け
て
み
て
／
静
か
な
初
夏
の
昼
過
ぎ
に

自
分
は
淋
し
い
独
言
／
時
の
流
転
を
し
き
り
に
感
じ
て
を
つ
た
。
／
「
咏
草
。
何
だ
こ
れ

は
歌
の
詠
草
だ
。
／
幸
昌
。
お
ゝ
こ
れ
は
代
々
幸
の
字
を
つ
け
て
き
た
父
の
あ
の
名
乗
ぢ

や
な
い
か
。
／
ア
ツ
歌
が
十
ほ
ど
書
い
て
あ
る
。
／
生
涯
歌
を
学
ん
だ
な
ど
と
一
言
も
俺

に
い
は
な
ん
だ
／
父
に
こ
ん
な
時
代
が
あ
つ
た
の
か
。
／
そ
し
て
明
治
の
こ
の
年
は
俺
の

生
れ
た
前
年
ぢ
や4
。

　
青
山
家
で
は
代
々
「
幸
」
の
名
を
付
け
て
い
て
、
霞
村
の
曾
祖
父
が
「
幸
延
」
で
父

が
「
幸
昌
」
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
信
じ
た
の
で
あ
る
が
、
青
山
良
輔
以
後
の
青
山
家
お

よ
び
青
山
本
家
の
す
べ
て
の
墓
碑
を
見
て
も
「
幸
」
の
字
は
皆
無
で
あ
る
。
別
名
と
し

て
こ
れ
ら
の
名
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
記
述
を
素
直
に
信

じ
て
は
い
け
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
う
え
、
あ
と
で
記
す
よ
う
に
良
輔
は
養
子

で
あ
る
。
本
来
の
名
で
は
な
い
。
要
す
る
に
、
霞
村
の
父
は
一
般
的
に
は
良
輔
の
名
で

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。

　
で
は
、
青
山
霞
村
の
父
に
あ
た
る
青
山
良
輔
と
は
ど
ん
な
人
物
か
。
良
輔
は
青
山
家

四
代
に
あ
た
る
。
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
一
月
一
六
日
に
綴
喜
郡
箕
山
村
に
、
田
村

喜
太
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
四
年
四
月
に
青
山
家
の
養
子
と
な
り
、
家
女
田

鶴
と
結
婚
し
た
。
生
家
は
農
業
の
か
た
わ
ら
質
商
を
営
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。
養
家
は

三
代
前
に
分
家
し
て
、
や
は
り
質
商
を
営
み
、
直
違
橋
北
一
丁
目
に
質
店
を
持
っ
て
い

た
。
明
治
一
六
年
三
月
の
府
会
議
員
補
欠
選
挙
に
当
選
し
、
一
九
年
一
月
ま
で
一
期
務

め
て
退
任
し
た
。
二
男
四
女
が
あ
り
、
明
治
四
一
年
四
月
一
六
日
、
急
性
肺
炎
の
た
め

に
直
違
橋
北
一
丁
目
の
自
宅
で
死
去
、
享
年
六
二5
。

　
議
員
で
あ
っ
た
年
代
に
つ
い
て
は
別
の
資
料
で
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
職
業
は

「
農
業
」
と
さ
れ
、「
資
産
関
係
」
の
欄
に
は
「
◯地
一
〇
〇
円
代
」
と
記
載
さ
れ
、
こ
の

数
字
は
「「
地
租
税
金
七
拾
円
以

上
上
納

持
丸
長
者
鑑
」（
明
治
十
八
年
一
月
刊
、
中
島
五
郎
氏	

蔵
）
に
よ
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る6
こ
と
か
ら
、
地
租
額
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
職

業
に
つ
い
て
農
業
と
質
商
が
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
両
者
を
兼
ね
て

い
た
と
考
え
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
分
家
す
る
前
の
青
山
本
家
は
、
桃
山
城
築
城
の
際
に
瓦
を
つ
く
る
た
め
に

播
州
か
ら
出
た
瓦
師
で
、
秀
吉
か
ら
良
質
の
土
が
出
る
土
地
を
与
え
ら
れ
、
瓦
師
と
し

て
盛
業
を
き
わ
め
た7
。
こ
の
点
は
後
に
触
れ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
墓
碑
が
あ
る
青
山
蝶
子
が
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
の
は
、
田
鶴
の
母
で
あ
る
。
霞
村
が
詠
ん
だ
歌
に
「
父
が
を
り
妹
が
ね
む

り
祖
母
が
臥
す
淋
し
く
も
な
い
こ
の
山
の
は
か8
」
が
あ
る
。
こ
の
三
人
が
同
じ
場
所
に

眠
る
と
す
れ
ば
、
霞
村
の
祖
母
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
確
証
は
な
い
。

三
　
青
山
和
造

　
良
輔
の
長
男
で
あ
り
、
霞
村
の
兄
に
当
た
る
和わ

造ぞ
う

が
霞
村
よ
り
二
歳
年
長
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は
霞
村
自
身
が
明
記
し
て
い
る9
。
し
た
が
っ
て
和
造
は
明
治
五
年
生
ま
れ

と
な
る
。

　
和
造
に
つ
い
て
、
霞
村
は
明
治
四
四
年
の
刊
行
物
に
「
現
に
家
兄
は
大
都
会
に
接
し

た
二
千
戸
に
余
る
大
村
落
の
村
長
さ
ん
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
た10
。
村
長
で
あ
っ
た
時



─ 144 ─

期
に
つ
い
て
は
、
当
選
が
明
治
四
一
年
一
〇
月
五
日
で
、
退
職
が
大
正
元
年
一
〇
月
一

二
日
で
あ
り11
、
明
治
四
四
年
当
時
は
確
か
に
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
。

　
こ
の
就
退
任
の
事
情
も
あ
る
程
度
は
判
明
し
て
い
る
。
和
造
の
前
任
者
の
今
邑
範
這

が
明
治
三
七
年
五
月
三
〇
日
に
当
選
し
た
が
、
四
一
年
八
月
一
八
日
に
「
疾
病
辞
職
し
」、

次
の
石
田
吉
左
衛
門
が
三
八
年
一
二
月
一
五
日
に
当
選
し
、
四
一
年
八
月
一
八
日
ま
で

務
め
た
も
の
の
、「
営
業
上
村
内
に
居
住
し
得
ざ
る
た
め
辞
職
」
し
た
結
果
、
今
邑
が

同
年
八
月
二
九
日
に
当
選
し
な
が
ら
、
翌
日
付
で
「
当
選
辞
退
」
し
、
そ
れ
を
受
け
て
、

一
〇
月
五
日
に
和
造
が
新
た
に
当
選
し
、
大
正
元
年
一
〇
月
一
二
日
ま
で
村
長
の
地
位

に
あ
っ
た
。
そ
の
後
石
田
の
村
内
居
住
の
問
題
が
解
決
し
た
も
の
か
、
大
正
元
年
一
〇

月
二
五
日
に
は
石
田
吉
左
衛
門
が
村
長
に
返
り
咲
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
和
造
は
そ
の
後
大
正
二
年
五
月
か
ら
六
年
五
月
、
大
正
六
年
五
月
か
ら
一
〇
年
四
月

ま
で
、
昭
和
四
年
五
月
か
ら
六
年
三
月
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
町
村
議
員
を
務
め

た
こ
と
が
記
録
に
あ
る12
。

四
　
青
山
碩

　
和
造
と
そ
の
妻
ハ
ル
の
間
に
は
碩せ
き

、
瑞み
ず

枝え

、
策さ
く

馬ま

の
三
人
の
子
が
あ
っ
た
。
前
稿
に

掲
げ
た
系
図
で
は
碩
を
「
磧
」
と
記
し
た
が
、
こ
れ
は
親
族
の
記
憶
違
い
で
、
正
し
く

は
「
碩
」
で
あ
る
。
こ
の
文
字
は
碑
文
か
ら
確
認
で
き
た
が
、
東
京
都
調
布
市
内
に
あ

る
青
山
家
に
連
な
る
親
族
の
家
に
残
る
写
真
ア
ル
バ
ム
に
遺
さ
れ
た
書
き
込
み
で
も

「
碩
」
が
正
し
い
こ
と
が
先
に
判
明
し
て
い
た
。

　
親
族
の
話
で
は
、
碩
は
日
活
の
会
計
の
仕
事
を
し
て
お
り
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
る
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
活
の
社
史
な
ど
を
見
た
限
り
で
は
こ
の
名
前
は
見

つ
か
ら
な
か
っ
た
。
碩
夫
妻
に
は
子
が
な
か
っ
た
。
な
お
、
前
項
で
「
ミ
ズ
エ
」
と
記

し
た
和
造
の
長
女
の
漢
字
表
記
が
「
瑞
枝
」
で
あ
る
こ
と
も
、
同
じ
写
真
ア
ル
バ
ム
で

確
認
で
き
た
。

五
　
青
山
策
馬	

　
和
造
の
次
男
に
あ
た
る
策
馬
は
霞
村
の
養
子
に
な
っ
た13
。
そ
の
こ
と
は
青
山
霞
村
の

墓
を
建
て
た
の
が
策
馬
で
あ
る
事
実
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

策
馬
の
墓
は
こ
の
青
山
良
輔
家
の
区
画
に
は
な
く
、
本
家
の
墓
の
方
に
あ
る
。
本
家
の

方
の
区
画
で
一
番
新
し
い
「
青
山
家
之
墓
」
の
墓
碑
は
昭
和
五
六
年
九
月
に
青
山
俊
夫

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
横
に
大
き
な
墓
誌
が
立
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
策
馬
夫

妻
だ
け
が
刻
ん
で
あ
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霊
　
標

尼
　
美
靜
　
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
九
日
殁

　
　
　
　
　
　
俗
名
美
代
子
享
年
六
十
五
才

　
　
正
賢
　
　
平
成
十
二
年
七
月
十
五
日
殁

　
　
　
　
　
　
俗
名
策
馬
享
年
九
十
三
才

　
日
付
か
ら
は
美
代
子
の
一
周
忌
を
機
に
「
青
山
家
之
墓
」
が
建
立
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
に
見
え
る
。
策
馬
は
霞
村
の
養
子
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
本
家
の
墓
の
区
画
に

埋
葬
さ
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
想
像
で
は
あ
る
が
、
良
輔
の
子
の
中
で
男
子
は
和
造

と
霞
村
の
み
で
あ
り
、
霞
村
は
生
涯
妻
帯
し
な
か
っ
た
か
ら
、
策
馬
を
養
子
と
し
た
も

の
の
、
子
の
な
か
っ
た
碩
の
家
も
策
馬
の
系
統
に
よ
っ
て
継
が
れ
て
い
っ
た
、
さ
ら
に

は
な
ん
ら
か
の
事
情
で
本
家
も
策
馬
の
系
統
が
継
い
だ
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
霞
村
は
甥
で
あ
る
策
馬
を
か
わ
い
が
っ
た
よ
う
で
、「
兄
の
次
男
の
入
営
を
送
る
歌
」

「
姪
策
馬
が
満
洲
独
立
守
備
隊
へ
赴
任
し
た
時
」
と
題
す
る
長
歌
を
贈
っ
て
い
る14
。
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前
者
は
次
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
子
ゆ
く
国
を
護
り
の
み
た
て
に
と
こ
の
子
今
日
ゆ
く
人
々
が
山
で
き
つ
て
き
た
松
竹

の
緑
の
門
も
小
春
日
の
光
を
含
み
歓
を
黙
つ
て
語
る
わ
が
前
で
小
石
な
げ
う
ち
吾
膝
で
話

せ
が
ん
だ
兄
の
子
は
若
松
の
や
う
せ
た
け
の
び
雄
々
し
く
育
ち
そ
の
父
が
兄
か
し
た
や
う

剣
帯
ひ
小
筒
を
荷
ふ
つ
は
も
の
に
今
日
な
り
に
ゆ
く
こ
の
子
策
馬
は

つ
ゝ
が
な
う
一
年
送
れ
光
秀
が
た
て
た
丹
波
の
よ
い
ま
ち
ち
ま
た
　

　
後
者
で
は
歌
の
中
に
策
馬
の
名
は
出
て
こ
な
い
が
、
こ
れ
と
同
じ
と
き
に
読
ん
だ
も

の
か
。
次
の
短
歌
が
残
っ
て
い
る
。

送
別
会
餞
別
品
吾
家
の
忙
し
い
こ
と
剣
を
提
け
て
満
洲
へ
ゆ
く
兄
の
児
の
た
め
（
甥
が
現
役

少
尉
と
し
て
渡
満
し
た
時15
）

　
昭
和
九
年
に
策
馬
は
満
洲
に
赴
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
い
つ
の
も
の

か
不
明
な
が
ら
、「
蒙
古
の
消
息
」
と
題
す
る
次
の
作
を
霞
村
は
書
い
て
い
る
。

　

	

蒙
古
か
ら
手
紙
が
つ
い
た
。
五
百
日
砂
と
氷
と
寂
寞
の
中
に
住
つ
た
吾
甥
の
歌
が
ま
た
来

た
。
朔
北
は
春
と
い
つ
て
も
草
や
木
が
芽
を
出
す
ば
か
り
。
馬
に
乗
り
日
曜
日
に
は
街
近

い
河
へ
行
つ
た
と
。
耳
に
聴
き
目
に
観
る
も
の
も
そ
の
街
に
な
い
の
で
あ
ら
う
。
行
く
時

は
少
年
だ
つ
た
。
草
が
も
う
黄
に
枯
れ
て
ゐ
た
。
帰
る
日
は
ど
う
な
つ
て
を
ろ
。
巴
旦
杏

の
花
の
盛
か
。
噫
男
児
足
ひ
と
あ
し
も
故
郷
を
出
な
い
で
を
つ
て
魂
が
な
に
鍛
え
よ
ぞ
。

こ
と
さ
へ
ぐ
人
に
接
し
て
人
間
の
平
等
を
知
り
砂
原
に
照
る
月
を
み
て
深
く
思
へ
家
と
国

と
の
愛
す
べ
き
こ
と16
。

　
こ
こ
に
は
引
用
を
避
け
る
が
、「
霞
谷
村
舎
絶
句
自
明
治
丁
酉
至
昭
和
甲
戌
」
の
中
の
一

つ
に
「
寄
三
姪
策
馬
在
二
黒
河
一
」
も
あ
り17
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
愛
情
が
そ
そ
が
れ
て
い

る
一
端
が
う
か
が
え
る
。

六
　
青
山
家
の
出
自

　
霞
村
の
書
い
た
「
祖
母
の
墓
で
よ
ん
だ
長
歌
」
と
い
う
文
章
の
冒
頭
に
「
詣
で
き
て

立
ち
さ
り
難
く
亡
き
祖
父
の
兄
検
校
の
墓
石
に
も
た
れ
か
か
つ
て
悲
と
思
に
耽
る18
。」

と
あ
る
。
こ
れ
と
思
わ
れ
る
墓
碑
が
青
山
本
家
の
墓
の
一
番
南
側
に
立
っ
て
い
る
。
そ

の
表
面
に
は
「
得
忍
院
廓
然
前
検
挍
休
心
居
士
」
と
あ
り
、
裏
面
に
は
「
文
久
元
辛
酉

年
三
月
　
青
山
良
助
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
霞
村
の
祖
父
の
兄
に
当
た
る
人
物

と
な
ろ
う
。
ま
た
、
青
山
良
助
と
良
輔
が
同
一
か
ど
う
か
だ
が
、
文
久
元
年
は
弘
化
四

年
生
ま
れ
の
良
輔
は
一
四
歳
、
墓
を
建
て
る
に
は
若
す
ぎ
る
し
、
ま
し
て
や
良
輔
が
青

山
家
の
養
子
と
な
る
の
は
明
治
四
年
で
あ
る
か
ら
、
別
人
で
あ
る
。
今
の
と
こ
ろ
そ
れ

以
上
は
不
明
で
あ
る
の
で
保
留
に
し
て
、
瓦
師
で
あ
っ
た
青
山
氏
に
つ
い
て
記
す
。

　
深
草
の
地
は
焼
物
や
瓦
の
産
地
と
し
て
近
世
末
に
は
有
名
で
あ
っ
た
。司
馬
江
漢「
江

漢
西
遊
日
記
」（
寛
政
元
年
　
一
七
八
九
）
に
は
、「
深
草
と
云
処
焼
物
あ
り19
」、
大
田
南

畝
「
壬
戌
紀
行
」（
享
和
二
年
　
一
八
〇
二
）
に
「
道
の
べ
に
深
草
焼
の
土
偶
人
を
ひ
さ

ぐ
家
多
し20
」
と
あ
る
。
川
口
好
和
「
奇
遊
談
」（
寛
政
一
一
年
　
一
七
九
九
）
に
は
「
洛
南

深
草
山
よ
り
瓦
土
を
所
々
掘
と
る
所
を
塩
ふ
き
と
い
ふ21
」
と
い
っ
た
記
述
が
散
見
す
る
。

　
先
祖
が
瓦
師
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
霞
村
が
た
び
た
び
触
れ
て
い
る
。
自
著
『
京

物
語
』「
自
序
」
の
冒
頭
で
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
あ
る
人
」
と
は
著
者
が
こ

の
本
の
中
で
自
分
を
指
す
呼
称
で
あ
る
。

　
こ
の
物
語
の
「
あ
る
人
」
と
は
何
人
か
知
れ
な
い
。
彼
は
自
分
の
先
祖
は
豊
太
閤
に
つ

い
て
き
て
伏
見
城
の
瓦
を
作
り
、
深
草
の
霞
ケ
谷
に
瓦
師
の
新
し
い
村
を
開
い
た
人
、
外

祖
父
は
名
高
い
洞
ケ
嶺
の
一
角
に
、
種
甘
藷
の
新
し
い
村
を
開
い
た
人
の
子
で
あ
る22
。
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　「
生
れ
た
家
」
と
い
う
作
で
も
触
れ
て
い
る
。

小
山
へ
あ
が
り
み
お
ろ
す
と
／
生
れ
た
家
が
目
に
見
え
る
。
／
み
ま
い
と
し
て
も
目
に
は

い
る
。／
豊
太
閤
の
桃
山
の
／
城
も
は
た
け
に
な
つ
て
ゐ
る
。／
城
の
瓦
を
焼
い
た
ち
ふ23
［
後

略
］

　
ま
た
、
別
に
詳
し
く
記
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
長
く
な
る
が
、
青
山
家
の
出
自
を

知
る
た
め
に
重
要
な
部
分
で
あ
る
の
で
引
用
し
て
み
る
。

　
そ
の
先
祖
の
前
代
井
上
就
幸
や
就
次
は
毛
利
氏
に
仕
へ
て
陶
尼
子
を
討
ち
、
吉
田
の
城

に
籠
城
し
た
事
も
あ
る
が
、
故
あ
つ
て
彼
は
幼
時
播
州
飾
磨
郡
に
移
つ
た
。
武
道
を
好
ま
ず
、

書
を
能
く
し
、
土
細
工
が
上
手
で
人
目
を
駭
か
し
た
と
い
ふ
や
う
な
人
で
、
豊
太
閤
が
姫

路
城
を
築
か
れ
る
と
き
に
瓦
の
用
を
命
ぜ
ら
れ
、
姫
路
の
西
の
青
山
郷
へ
竈
を
築
い
て
瓦

を
作
つ
た
の
で
、
姫
路
城
の
瓦
も
実
に
そ
の
手
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
秀
吉
公
に

非
常
に
愛
せ
ら
れ
、
公
が
摂
州
に
移
る
と
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
父
祖
の
家
名
を
継
ぐ
や
う
に

と
井
上
與
三
右
衛
門
幸
道
の
名
を
与
へ
ら
れ
た
、
処
が
自
分
は
武
道
の
心
得
な
く
、
そ
の

上
土
職
の
身
と
な
つ
て
先
祖
の
名
を
汚
す
こ
と
は
実
に
す
ま
ぬ
と
い
つ
て
辞
退
し
た
の
で

豊
太
閤
は
感
心
せ
ら
れ
て
、
改
め
て
播
州
の
青
山
の
名
を
賜
り
、
大
阪
生
玉
の
庄
内
上
町

を
与
へ
て
御
城
造
営
の
瓦
の
用
を
命
ぜ
ら
れ
た
上
、
浅
野
彌
兵
衛
の
手
を
経
て
青
山
幸
道

の
極
印
を
下
さ
れ
、
御
城
の
瓦
に
は
悉
く
こ
れ
を
押
す
こ
と［
マ
マ
］な
つ
た
。
幸
道
は
泉
州
か
ら

瓦
職
久
右
衛
門
と
い
ふ
者
を
招
き
こ
れ
に
下
職
を
さ
せ
て
こ
れ
を
作
つ
た
。
そ
れ
か
ら
京

都
の
聚
楽
城
、
伏
見
桃
山
の
城
の
瓦
も
ま
た
幸
道
が
調
進
し
た
の
で
あ
る
。
最［
マ
マ
］も
伏
見
城

の
瓦
は
藤
村
久
右
衛
門
（
多
分
大
阪
方
の
下
職
瓦
師
）
と
分
担
し
た
事
に
な
つ
て
を
る
が
、

そ
の
瓦
は
深
草
山
の
土
で
造
つ
た
の
で
遂
に
深
草
に
永
住
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
豊
臣
氏

が
亡
び
て
か
ら
後
も
子
孫
は
代
々
深
草
の
瓦
師
を
職
と
し
、
維
新
前
頃
に
は
十
三
軒
の
瓦

師
が
あ
つ
て
、
あ
る
人
の
宗
家
は
竈
元
と
呼
ば
れ
禁
裏
御
所
な
ど
の
御
用
を
勤
め
た
、
そ

の
村
は
今
で
も
瓦
の
煙
は
絶
え
な
い
で
あ
る24
。［
後
略
］

　
青
山
姓
の
瓦
師
が
聚
楽
第
、
伏
見
城
な
ど
の
瓦
製
作
に
当
た
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

い
ま
の
と
こ
ろ
別
の
資
料
で
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
だ
が
、
本
願
寺
の
瓦

を
造
っ
た
こ
と
は
明
証
が
あ
る
。

　
本
願
寺
御
影
堂
修
復
の
際
に
見
つ
か
っ
た
安
政
の
軒
唐
草
瓦
に
「
御
用
　
洛
南
深
草

住
瓦
師
　
青
山
市
左
衛
門
」
の
刻
印
銘
が
あ
る
。「
本
願
寺
御
影
堂
平
成
大
修
復
推
進

事
務
所
だ
よ
り
」に
そ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、「
こ
れ
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）

の
銘
が
入
る
南
東
一
の
獅
子
口
（
し
し
ぐ
ち
）
と
同
じ
刻
印
銘
」
で
あ
る
旨
の
記
述
が

あ
る25
。
本
願
寺
の
瓦
に
は
、
大
佛
瓦
町
瓦
師
な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
が
、
青
山
家
も
そ

こ
に
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
安
政
の
頃
に
は
青
山
本
家
は
瓦
師
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
定
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
、
大
正
時
代
も
末
に
な
る
と
、
こ
の
地
で
瓦
業
を
営
む
者
は
少
な
く
な

り
、
大
正
一
五
年
一
〇
月
調
査
で
は
、
紀
伊
郡
深
草
町
深
草
で
瓦
営
業
者
と
し
て
名
が

挙
が
る
の
は
わ
ず
か
に
四
名
、
そ
の
中
に
青
山
姓
は
姿
を
見
せ
な
い26
。

　
青
山
良
輔
の
項
で
引
用
し
た
「
反
古
」
の
続
き
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

こ
の
十
五
枚
ほ
ど
綴
ぢ
て
あ
る
／
紙
片
は
ど
う
や
ら
歴
々
の
投
票
ら
し
い
。
／
上
の
に
は

「
戸
長
月
給
の
事
。
月
給
三
円
也
／
賄
村
持
市
左
衛
門
」
と
書
い
て
あ
る
。［
後
略27
］

　
こ
の
市
左
衛
門
は
本
願
寺
の
瓦
に
刻
印
銘
が
残
さ
れ
た
同
一
人
物
だ
ろ
う
か
。
こ
の

「
紙
片
」
が
何
年
の
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
本
願
寺
の
瓦
が
安
政
六
年
作
と
す
る
と
、

そ
の
と
き
弘
化
四
年
生
誕
の
良
輔
は
ま
だ
一
二
歳
。
市
左
衛
門
と
は
活
躍
年
代
に
ず
れ

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
ら
別
人
で
あ
ろ
う
。
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も
っ
と
も
、
先
の
霞
村
自
身
の
記
述
に
青
山
幸
道
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、

代
々
幸
の
字
を
名
前
に
つ
け
て
い
た
事
実
は
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
良
輔
も
別
名
と

し
て
幸
昌
を
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

注1	

中
西
裕
「
口
語
歌
人
青
山
霞
村
の
伝
記
事
実
解
明
の
試
み
」『
学
苑
』
898
号
　
平
成
二
七
年

八
月
一
日
　
二
─
一
三
頁

2	

ま
っ
た
く
手
が
か
り
が
な
い
た
め
、
京
都
市
中
央
図
書
館
に
霞
村
の
墓
に
つ
い
て
の
情
報

を
求
め
る
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。
同
図
書
館
か
ら
、
墓
所
が
深
草
瓦
町
の
真
寿
院
に
あ
り
、

真
宗
善
福
寺
が
現
在
の
菩
提
寺
で
あ
る
旨
書
か
れ
た
古
い
文
献
が
あ
る
旨
教
示
さ
れ
た
。

そ
こ
で
深
草
瓦
町
に
現
存
す
る
真
宗
大
谷
派
善
福
寺
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
。同
寺
か
ら
は
、

青
山
姓
の
檀
家
が
あ
る
が
詳
細
不
明
、
と
し
な
が
ら
、
最
近
墓
地
の
改
修
を
し
た
北
村
石

材
店
の
紹
介
を
受
け
た
。
同
店
に
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
青
山
霞
村
を
含
む
青
山

家
の
墓
地
が
判
明
し
た
と
い
う
次
第
で
あ
る
。

3	

青
山
霞
村
著
「
実
印
」『
霞
村
長
歌
集
及
詩
選
』
素
人
社
書
屋
　
昭
和
一
〇
年
五
月
五
日
　

二
九
頁
。
な
お
同
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
閲
覧
で
き
る

（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1089711

　
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
三
日
確
認
）

4	

青
山
霞
村
「
反
古
」　
注
3
掲
載
書
　
一
三
六
頁

5	

京
都
府
議
会
事
務
局
編
『
京
都
府
議
会
歴
代
議
員
録
』
京
都
府
議
会
　
昭
和
三
六
年
一
二

月
二
〇
日
　
五
四
五
頁

6	

「
京
都
府
会
議
員
名
簿
」、
明
治
史
料
研
究
連
絡
会
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
隅
谷
研

究
室
）
編
刊
『
明
治
前
期
府
県
会
議
員
名
簿
　
中
』
一
九
五
九
年
一
〇
月
一
〇
日
（
明
治

史
料
　
第
七
集
）　
二
九
、
四
七
頁

7	

注
5
に
同
じ

8	

青
山
霞
村
「
三
十
一
字
」『
か
ら
す
き
』
三
四
号
　
大
正
一
三
年
一
一
月
五
日
　
三
頁
に
載

っ
た
一
一
首
の
う
ち
の
一
首
。

9	

青
山
霞
村
「
二
つ
の
顔
」『
京
物
語
』
警
醒
社
　
昭
和
五
年
九
月
二
〇
日
　
七
五
頁

10	

形
影
生
『
米
国
苦
学
実
記
』
内
外
出
版
協
会
　
明
治
四
四
年
七
月
一
五
日
　
二
頁
。
な
お

同
書
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
も
閲
覧
で
き
る
（http://dl.ndl.

go.jp/info:ndljp/pid/809598

　
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
三
日
確
認
）

11	

宗
形
金
風
『
深
草
誌
』
郊
外
社
　
昭
和
八
年
一
一
月
一
〇
日
　
二
二
五
頁

12	

同
上
　
二
二
七
─
二
二
九
頁
。
な
お
、
こ
の
資
料
に
は
明
治
年
間
に
も
同
じ
地
位
に
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
期
間
が
不
明
確
で
あ
る
。

13	

河
野
仁
昭
「
同
志
社
人
物
誌
　
61
　
青
山
霞
村
」『
同
志
社
時
報
』
第
八
四
号
　
昭
和
六
三

年
三
月
二
五
日
　
一
〇
七
頁
に
、「
青
山
家
は
現
在
、
霞
村
の
甥
策
馬
氏
（
同
志
社
中
学
卒

業
）
が
養
嗣
子
に
迎
え
ら
れ
て
継
い
で
お
ら
れ
る
。」
と
あ
る
。
和
造
の
次
男
で
あ
る
人
物

が
「
迎
え
ら
れ
」
と
い
う
か
ら
に
は
霞
村
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
青

山
家
」
は
「
青
山
霞
村
家
」
の
意
味
に
な
る
。
ま
た
河
野
仁
昭
『
京
都
の
明
治
文
学
─
伝

統
の
継
承
と
変
革
』（
白
川
書
院
　
二
〇
〇
七
年
一
月
三
〇
日
）
収
録
の
「
青
山
霞
村
」
で

は
「
甥
の
策
馬
を
養
子
に
し
て
い
る
。
財
産
分
与
に
よ
る
分
家
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。（
二
〇
五
頁
）　

14	

注
3
掲
載
書
　
六
五
、
一
五
八
頁

15	

「
デ
ム
ポ
の
速
い
短
か
歌
」
六
首
の
う
ち
二
首
目
　『
日
本
短
歌
』
三
巻
三
号
　
昭
和
九
年

三
月
一
日
　
一
一
頁

16	

注
3
掲
載
書
　
一
一
─
一
二
頁

17	

同
上
　
一
八
八
頁

18	
同
上
　
一
四
頁

19	
駒
敏
郎
［
ほ
か
］
編
『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第
二
巻
紀
行
Ⅱ
、
二
六
五
頁
　
法
藏
館
　
平

成
三
年
一
一
月
二
〇
日
　

20	

同
上
　
四
一
一
頁

21	

駒
敏
郎
［
ほ
か
］
編
『
史
料
京
都
見
聞
記
』
第
五
巻
見
聞
雑
記
Ⅱ
、
六
頁
　
法
藏
館
　
平
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成
四
年
三
月
二
〇
日

22	
注
9
掲
載
書
　
一
頁

23	
注
3
掲
載
書
　
一
一
四
頁

24	

注
9
掲
載
書
　「
大
阪
城
の
瓦
」　
五
六
─
五
八
頁

25	

「
本
願
寺
御
影
堂
平
成
大
修
復
推
進
事
務
所
だ
よ
り
」六
一
　「
御
影
堂
の
瓦
に
つ
い
て（
三
）」

宗
報
　
二
〇
〇
四
年
一
一
・
一
二
月
号
（http://w

w
w
.hongw

anji.or.jp/hongw
an	

ji/goei/dayori61.htm
l

　
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
二
日
閲
覧
）

26	

井
上
要
編
『
日
本
瓦
業
総
覧
』
日
本
瓦
業
総
覧
刊
行
会
　
昭
和
二
年
七
月
三
一
日
　
り
の

九
四
頁

27	

注
3
掲
載
書
　
一
三
六
─
一
三
七
頁

＊
霞
村
の
墓
地
調
査
は
、
京
都
市
中
央
図
書
館
参
考
図
書
室
、
真
宗
大
谷
派
善
福
寺
、
北
村
石

材
店
社
長
北
村
修
也
氏
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
て
可
能
と
な
っ
た
。
関
係
の
皆
様
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

＊
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
字
は
概
ね
新
字
に
改
め
た
。

追
記

　
本
稿
を
提
出
後
、
北
村
修
也
氏
が
「
三
五
〇
年
前
鬼
瓦
二
職
人
の
名
」
の
記
事
（
二
〇
一
七

年
一
〇
月
二
五
日
『
京
都
新
聞
』
朝
刊
掲
載
）
コ
ピ
ー
を
送
付
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
半
解
体
修
理
が
進
む
京
都
市
上
京
区
の
本
隆
寺
本
堂
の
鬼
瓦
一
六
個
の
う

ち
六
個
に
万
治
二
年
年
号
と
と
も
に
、「
伏
見
深
草
住
瓦
師
青
山
市
郎
右
衛
門
」
の
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
な
か
に
し
　
ゆ
た
か
　
　
　
現
代
教
養
学
科
）


